


























































































































































































遠心分離 (,  , ４℃) で集めた不活化菌を























. * %/ (()&の濃度で"#$に懸濁した｡
免疫魚および非免疫魚の尾柄部血管内に&ｇ #-
の割合で菌懸濁液を接種し, 分, １, ６, 	, 	, , 

時間後に接種魚をそれぞれ３尾ずつ取り上げ, 尾部血管から









































免疫・攻撃血清をＭ 0(.緩衝液 () に透
析後, 同じ緩衝液で平衡化した1210$,.(2,
# ) カラム (×) に添加し, ０からＭま
での(.連続濃度勾配をかけて溶出を行った｡ 波長	 
における吸光値による溶出曲線をもとに溶出液を５つのフラ
クション (Ｆ１～５) に分け, それぞれに％飽和量の硫安
を加えて塩析した｡ 生じた沈殿を少量の"#$に溶解し,












した$,*.$0 (2, # ) カラム
(	×) によるゲルろ過で分画した｡ 1210$,.
イオン交換クロマトグラフィーと同様の方法で３つのフラク
ション (3１～３) を調製し, 各フラクションを&
ｇ #-となるように正常魚 (
±	ｇ) の腹腔内
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遠心分離 (!", , ℃) で細胞を集め, 	
に再懸濁した｡
容量７のポリカーボネイト製遠沈管に％ #!$%
(密度&ｇ, '#!() 	%($#$#() を５入れ,
高速遠心 (!", , ℃) により連続密度勾配
を形成させた｡ これに腎臓細胞浮遊液を重層して遠心分離
(!", *, ℃) し, 注射器を用いてマクロファー
ジ層を回収した｡ 	を加えて３回遠心洗浄 (!",
５, ℃) することにより#!$%を除いた｡ 遠心後上
清を除去して％ウシ胎児血清および％ 加+,-
*培地 (+,-培地, 日水製薬) を加えて静かにピペッティ






ファージ浮遊液 (１×７ $#() にオプソニン化した





て３回遠心洗浄 (!", ５, ℃) し, 再び+,-
培地を加えて２インキュベーターで培養した｡ +,-培地








































7#4 (%") %!% 7#4 (1%%)






























合は, 免疫・攻撃 () 血清および免疫・非攻撃 ()
血清の抗体価は非免疫魚 (, ) の血清に比べて
やや高く, プール血清の抗体価は非免疫血清が１：＜４であっ
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